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第18回
生物の時間と人間の生活 その2

今回は特別に、本学所有の重要文化財である清風荘にて開催しました。

テーマは第16回に引き続き「生物の時間と人間の生活」とし、話題提供者の沼田 英治 特
定教授（動物生理学・行動学）が、オジギソウという植物が周期的に葉の上下運動を繰
り返すことを発見した、18世紀のフランスの科学者の論文を紹介しました。

最初は人や生物がもつ「体内時計」の仕組みに関する質問が相次ぎ、それに対して沼田
特定教授が答えていく形で話し合いが始まり、次第に「人間の時間の考え方が、生物へ
のまなざしに影響しているのではないか」、「生物が体内時計を持っていることはどのよ
うにして分かるのか、どのような実験をするのか」といった話から生物実験のあり方、
生命倫理への問題へと話が進みました。

また、「時間」に注目して「一日」「一週間」「一か月」「一年」といった人間の時間の区
切り方がいつ生まれたのか、人間が生物を観察する時に、そのような「人間の時間」が
どのような影響を及ぼすのかについても議論が交わされた他、話題となった論文が18世
紀のフランス人科学者によるものだったことから、当時の自然科学のあり方や論文の書
き方など、様々な話題へと話が広がりました。

話題提供者

談議メモ

2024年6月22日
百万遍談議　開催報告

沼田 英治 学術研究展開センター 特定教授

参加者 ： 7名
[内訳]
1回生2名（農学）
2回生1名（文学）
3回生1名（文学）
4回生3名（医学・農学・総合人間学）




